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の RA 患者のコホートである Kyoto University Rheumatoid Arthritis Management 
Alliance (KURAMA)コホートを用いて、441人のRA患者に対して、22項目の食事内容
の摂取頻度を質問紙法にて調査した。また、年齢、性別、RA の疾患活動性指標である
Disease Activity Score calculated based on the erythrocyte sedimentation rate 
(DAS28-ESR)、Simplified Disease Activity Index (SDAI)、Health Assessment 
Questionnaire (HAQ)、血清matrix metalloproteinase-3 (MMP-3)、治療内容、罹病期









































なお、本学位授与申請者は、令和 2年 4月 23日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
